Über Geschichite und Volkssagen im Lager unter der Mantsch weißeflaggen by 加藤 昌弘
北京香山正白旗 : その歴史と伝説
著者 加藤 昌弘
出版者 法政大学教養部
雑誌名 法政大学教養部紀要. 人文科学編
巻 78
ページ 43-58
発行年 1991-02
URL http://hdl.handle.net/10114/3785
4３ 
北京香山正白旗
~その歴史と伝説一
加藤昌弘
西直門より西に約二十キロ，首都北京の喧騒を遠く離れ，なだらかな山々
や，かつての離宮の面影が静かにりんご畑をとり囲んでいるあたり，農家の向牛ぐら
うに古い石造りの稠楼力:威喝するようなこわばった姿を見せている。金山の
麓，臥仏寺参道の東，木立ちの間にかくれて人影もまばらな正白旗の村には，
ほんのときおり子供の泣き声や間のびした牛の声が聞こえるだけである。
かつてのこの一帯は「健鋭営」と呼ばれる清朝の兵営であった。今日，当時
の姿をとどめているものといえば，乾隆十四年（1749年）「健鋭営」設置の際
に築かれた閲武楼と，軍功の誇示と訓練を兼ねて各旗ごとに八座ずつ築かれた
砺楼の跡だけである。それから百十年後の威豊十年（1860年)，第二次アヘン
戦争で英仏連合軍が北京に迫った時，この地の兵士たちは北京東部の石縫で全
滅し，健鋭菅には残された家族の泣き声だけが聞こえていたそうである。
この地の伝説について述べる前に，この地の住民である満州正白旗の歴史に
ついて触れておく必要がある。それ自体すでに伝説として語られるものでもあ
る。
清ililjの八旗制度(Jakun-gpsa)1)は，彼らがまだ長城の北で狩猟生活を営んで
いたころ，狩猟の際の編成を軍事組織に適応して作られたものである。明の万
暦二十九年(1601年)，ヌルハチは「牛録(nilu)」という制度を定めた。十人ご
とに－人の長を選出するもので，その長を「牛録額真（nilu､ejen)」と称した。
万暦四十三年(1615年)，ヌルハチが汗位に即き，自ら天命元年という年号を称二ル
する－年前，この「牛録」の制度をriZに整え，五十牛録を一「札欄（Jala)」とジヤヲ ーグー÷し，更に五札欄を一「固山(gusa)」とした。この「固乢I」が旗を意味する。当
初，この旗は四色に分けられていた。「黄旗(suwayan-gUsa)｣，「白旗(sangiyan・
gnsa)｣，「紅旗（fUlgiyan-gUsa)」そして「藍旗（lamun-gUsa)」である。ヌルハ
チの子・ホルタイジの時に，漢軍，蒙古軍を含めて，この四旗をそれぞれ「正
（gulu)」と「錘（xubuhe)」に分けて八旗とした。
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明の崇禎元年（1628年)，蒙古のチャハル部を討った時，弟のドドとドルゴ
ンの働きに喜んだホンタイジはドドに正白旗，ドルゴンに鍍白旗の最高統帥権
を与えた。今日，正白旗の老人と話しをしているとしばしば「多雨衰打天下的
正白旗」という言葉を耳にすることがある。これが正白旗人の最大の誇りなの
だが，北京入城の時，正白旗は実はドドに属していたのである。
それでも「ドルゴンが天下を取った正白旗」という言い方がされるのは，次
のような経緯を経ている。
アイシソギコロプリン順治元年（1644年）北京の紫禁城であらﾌﾞt二めて玉座に登った愛新覚羅福臨・
順治帝は，八旗のうちただ黄旗の承を率いるだけであった。（八旗がすべて皇
帝に属するようになるのは後の雍正帝の時である｡）その時点で正白旗はドド
に，鍍白旗はドルゴンに属していた。
しかし，順治六年（1649年)，ドドが病死し，ドルゴンが鐘白旗と兼ねて正
白旗を統帥することになった。ただそれもわずか数ケ月にすぎず，ドルゴンも
また天然痘で病死してしまった。この両白旗はドドとドルゴンの兄アジゲに帰
属するかに見えたが，今度はそのアジゲも罪におとし入れられ，正白旗はすで
に皇帝に属していた両黄旗とともに皇帝直属のものとなった。この三旗を「上
三旗（dele､ilan-gnsa)」と称し，他の五旗，「下五旗（fejile-sunja.g[isa)」とは職
務の上でも明確に区別されている。
ドルゴンが正白旗を率いていたのはドドの死から自らの死までのごくわずか
な期間にすぎないが，正白旗人はそのそもそもの旗主であるドドよりも，むし
ろ自らの歴史をドルゴンと結びつけて語りたがる。それはドドの存在がドルゴ
ンの英名のかげにかくれてしまっているためである。
北京に入城した清軍は城内を分割して八旗の兵士と家族を居住させ，五年後
には漢族をことごとく城外に追放してしまった。両白旗の居住地は東直門，朝
陽門をつなぐ東の城壁から紫禁城の東壁に至るまでの区域であった。このころ
遼東の土地領有をめぐってホンタイジ派の鍍黄旗とドルゴン派の正白旗とで争
いが生じ，事はドルゴンの独断で処理されたが，鍍黄旗，正白旗間の対立は康
煕年間にまで尾を引いてくる。
順治十八年(1661年)，二十四歳という若さで順治帝が世を去った。死因はド
ルゴンの場合と同様，天然痘であった。ところがその子の康煕帝がしばしば五
台山に行幸していることから，順治帝は死んだのではなく，実は愛する童部妃
の死を悲しんで五台山で出家したのだという風聞が呉偉業の「清涼山稜仏詩」
などを引き合いにしてまことしやかに語られるようになった。この董郭妃を伝
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説のヒロインにしたてあげたかげには，実はもう一人，同姓の童部妃がいたの
である。
順治帝が病死した時，一人の妃が殉死している。「貞妃」とおくり名されて
称讃されたこの女性は，満州正白旗軽車都尉巴都という者の娘の「童部妃」で
あった｡当時の道徳に従えばまずこの董郛妃こそが称讃されなければならなか
った。順治出家という伝説は，このもう一人の童部妃に対する称讃を母胎にし
ている。
量適瓢妃殉死という事件は正白旗人にとって誇るべきことであった。と同時に
皇室にとっても正白旗に対する感情を深めることになったであろう。
1662年，順治帝仁替って即位した康煕帝は中国史上まれに見る名君という名
声を得ている。八旗の問題について見れば，康煕八年（1669年)，十五歳の少
年でありながらすでに北京入城当時から存在していた嬢黄旗，正白旗間の内部
抗争をみごとに解決してしまった。
康煕帝の四人の輔正大臣の中で，スコサハとオーパイの対立は極端であっ
た。そしてついにはオーパイがスコサハを殺害し，累を一家に及ぼすまでにな
った。この事件の背景にはオーバイの鍍黄旗とスコサハの正白旗との対立，ホ
ンタイジ（皇帝）派，とドルゴン（親王）派との対立があった。
そこで康煕帝が即近の少年たち（恰姶珠子）を集めてオーバイを縛り上げて
しまった話は康煕帝の逸話の中でも特に有名であるが，事件は完全に正白旗の
勝利に終った。この時の少年たちの中に満州正白旗包衣（bo-i）の曹寅がいた
可能性がある。「杠楼夢」の作者曹雪芹の祖父である。
香山正白旗の形成
香山地区は，北京の北部を東西に走る燕山山脈と，北京の西部を南北に走る
太行山脈の末端との交接点で，ちょうど西北から北京城を遠く囲むような地勢
を形成している。孫承沢の「天府広記」巻三十五に「京師の西はみな山なり」
といわれているように，北京の西方には永定河によって南北にくぎられる山だ
が連らなっている。この山々の最高峰百花陀は海抜2218メートル，山東の泰山
より７００メートルほど高い｡この山だの寺院とそれにまつわる伝説は極めて豊
富で，「孫謄洞伝説」「魔師，大青小青伝説」「石経山三1Vし伝説」「華厳大師伝
説」「白鹿岩伝説」「万松老人伝説」「金章宗夢感泉伝説」「妙厳公主伝説」「摩
訶祖師煮石伝説」など今日でもよく知られている。
この山☆の中で市区に近く，現在でもとりわけて人盈に親しまれているの
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が，香山公園一帯である。主峰香蝋峰は海抜557メートル，均制のとれた独立
峰のためにひときわ高く見える。ここから東に碧雲寺，万花山娘娘廟をへた所
が，桜桃溝の渓流を中心にした臥仏寺山環で，その東側に正白旗の村がある。
明代にはこの一帯は皇族の墓所として保謹されていたようである。1971年に
正白旗で発見されたのも万暦帝の娘，仙居公主の墓で，その他にも百七十八の
墓が有るといわれる。今日でもこの一帯には「境」のつく地名が多い。
清朝初期，この一帯に旗人が居住するようになったのも，明にならってここ
を皇族の墓所にしようとしたからであろう。一つの例として現在の西郊空港が
もともと「黄帯子」「紅帯子」の墓だったことがあげられる。「黄帯子」という
のはヌルハチの父の代から始まり，直系に近い皇族のことで，「紅帯子」とい
うのは直系に遠いもののことである。
「黄帯子」「紅帯子」の墓については,沈陽の例が報告されている。沈陽の
上満堂の場合’ヌルハチの第六子タパイの墓を守るために，その曽孫が北京か
ら帰り，ここに「黄帯子」の子孫が居住するようになったといわれる2)。西郊
空港の場合もその周辺に子孫が居住するようになったものと思われる。
もう一つの例として正紅旗の礼王墳があげられる｡礼親王ダイシャンはその
子ヨトとともに両紅旗を統帥し，死後は饅頭村（現在の門頭村）に葬られ，礼
王墳が建てられた3)。正白旗からは西南に二，三キロ離れており，健鋭営設置
の時，ここは正紅旗営になっている。おそらくそれもダイシャンの墓という関
係で早くから正紅旗人が居住していたためであろう。
順治十七年（1661年）法海寺附近の農地が放牧によって荒らされたことに対
して，順治帝は
●● 
遠近一切満漢居民閑雑人等
●● 
無論満漢
という呼びかけの警告を発している4)。それによって当時香山一帯には漢族の
他にすでに満州旗人が居住していたことが分る。
なお「西域兵馬司碑」によって，順治年間にはこの一帯が兵馬の管理に当て
られていたことも分る5)。正白旗人がこの一帯に居住するようになったのは，
墓所を守る目的でなければ，兵馬の管理に類するような軍事的な目的であった
だろうと思われる。
ところで順治十一年（1654年）当時六十三歳の孫承沢が臥仏寺西方の桜桃溝
に退翁亭を構え，以後願炎武や朱蕊村などをそこに招いている。孫承沢が「天
府広記」に記録した白鹿岩の伝説は，記録されている正白旗一帯の伝説の中で
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l主最も古いもので，後に多様なバリエーションを生み出した僧道伝説の原型と
もいえるものなのでここで紹介しておきたい。これは臥仏寺山環の桜桃溝上流
の巨岩（現在では元宝石といわれる）にまつわる伝説である。
「岡人陳行記して曰く，（略）相伝うるに，遼の時，仙人ありて白き鹿を騎
し，この巌を往来す，ゆえに（白鹿岩と）命名すと。（略）岩角に茅舎あり，主
小,こして整，西僧ここに居る。黄眉紅頬，草根を採りて水と和ぜて食し，言語
通ぜず，人を見れば噂笑するのみ。知らず，いずれの年代に中国に至りこの山
に棲遅せしかを。ひとり巌口の古桧一珠，根を両石の相い來む処より出し，盤
さか旋横綾し倒し主にﾀﾄに桂ﾄる゜大いなることおよそ数百囲，色赤きこと丹砂のご
とし。（略)｣6）
この白鹿岩伝説は後に瞥雪芹の「紅楼夢」の素材と考えられ，香山一帯の民
歌にもとりあげられるようになるが，そのことは次章にゆずる。
康煕年間に北京西郊の開発はめざましく進んだ。まず「火器営」などの軍事
施設の設置とともに城内の旗人が続続と西郊に移住させられた。康煕十六年
（1677年）香山寺など香櫨峰東麓の名勝を含んだ香山離宮「静宜園」が建てら
れたが，以後「三山五園」といわれる離宮群の造営が香山一帯を華やかに色ど
ることになり，現在の北京大学から香山公園にかけて東から西に円明園，暢春
園，清騎園（万寿山)，静明園（玉泉山)，静宜園（香山）と連らなる離宮群の
造営が始められた。おそらくこれは元の郭守敬によって開かれた水路の拡大，
保護と関係している。永定河の水路の他に香山の水路の重要性を発見したのは
元の郭守敬であった。明代には郭守敬の開いた水路をそのまま用い，一部洞喝
した所があっても修理しようとはしなかった。清代には郭守敬の開いた玉泉山
の水路とさらにその奥の香山と臥仏寺の水源を玉泉山の水路と合流させ，さら
にそれを南北二路に分け，北は滴滴園（頤和園）の昆明湖，南は釣魚台玉淵潭
から城内に引き込んでいる。「三山五園」と呼ばれる離宮群はこの水路に沿っ
て築かれているのである。
清朝のすでに入関前からある制度で，離宮には「bayala」と呼ばれる護衛が
置かれた。入関後は「護軍」と呼ばれ，必ず皇帝直属の上三旗から選ばれるこ
とになっていた。上三旗が香山離宮周辺に兵営を樅えたのは，遅く見ても康煕
十六年，香山離宮建設の時までさかのぼることができる。
雍正帝は即位すると間もなく，香山を第一離宮，臥仏寺を第二離宮と定め
た。雍正帝という人は冷酷な半面，あるいは冷酷に反対勢力を処理しなければ
ならなかったがゆえに，その反面で痛ましいほどの宗教的関心を見せている。
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彼はしばしば円明園および臥仏寺で法会を催し，雍正十一年を例にとると一年
三百五十五日のうち二百四十六日を円明園で過ごしている7)。雍正二年（１７２４
年）には円明園および香山の離宮の警護に当たる「円明園八旗内務府三旗護軍
営」が設けられた。正白旗はこの時には第二離宮臥仏寺の警護に当っている。
臥仏寺は唐の貞観年間に建立され，インド原産の沙羅樹が移植されたこと
と，元代に五十トンもの銅を用いて鋳造された浬薬仏像で有名だが，雍正帝が
この臥仏寺を第二離宮としたのは毎年重陽節の登高飲酒をこの後方の燕児嶺で
催したことによる。雍正帝がいかにこの寺を重視したかは，親筆の「御製語
録」を贈ったことからもうかがえる。
雍正十二年以後，臥仏寺の修築に当ったのは雍正帝の弟の怡親王胤祥および
その子の弘暁である8)。胤祥は同時に臥仏寺からは山路づたいに北方に当る白
家瞳の水利工事も任せられ，死後はそこに「賢王祠」を建てて祭られている。
潟其庸は雍正二年の曹頬の奏折に対する雍正帝の朱批9)を引いて「紅楼夢」の
作者曹雪芹と恰親王府との関係を論じ'0)，「紅楼夢」の現存する最も古い写本
が拾親王弘暁の手になることの背景を説明しているが，私はそれに加えて乾隆
四年のクーデター発覚で怡親王府と曹額が事実上政治生命を失ったことと，怡
親王府がそれでも臥仏寺および白家瞳にある程度の勢力をもち得たこと，さら
に弘暁が愛親覚羅敦敏，敦誠を介して曹雪芹の名を知っていたこと，さらに推
測をたくましくすれば胤祥の時満州正白旗都統の任仁あった礼親王ダイシャン
の子孫福彰が曹雪芹とは従兄の間柄であることからも，福彰を介して曹家と恰
親王府との関係が成り立っていたことも考えられる。私はこれが正白旗に於て
「紅楼夢」が成立した最も主要な原因だと考えている。
雍正十二年の修築以後，招かれて臥仏寺の住持をつとめていた青崖和尚は当
時の北京仏教界の重鎮であったが，「風狂」の名をたくましくした詩人鄭板橋
も乾隆元年に臥仏寺をたずねて青崖に詩を残している１１)。このことからも当時
の臥仏寺には皇帝の離宮である反面，外客に対する開放性があったことがうか
がえる。
乾隆十四年（1749年）以後，臥仏寺の護軍である正白旗は｢健鋭営正白旗営」
として，兵部の制度としては公開的なものに，内務府の実際的な職務としては
秘密的なものになる。この漣鋭営と，そこから生まれた「鳥雲娃」という蝉に
まつわる伝説について述べて染る。
乾隆十四年（1749年）香山東麓に漣鋭営が設置された。もともと雲南の金川
戦役が肢着したため，前鋒営と護軍営から兵士千名を選び雲梯を使った訓練を
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ほどこした。そのため「雲梯営」と呼ばれていた。兵士たちが金川戦役から帰
ると，その軍功を讃える意味で，鳳凰山下に閲武楼を建て，表忠寺（鉋家寺）
の111二に実勝寺を建てて軍功を記念した。雍正帝は自らホンタイジが松山，杏山
の間で明軍を破り，盛京に実勝寺を建てた前例にひき比べているが⑫)，実際に
は七百七十五万両の銀を費した悪戦苦闘であった。
兵士たちが帰ると，さっそく家族とともに兵営に収容し，一定の月額を支給
したが，しばしば兵士の増員が行なわれ，清末には二千八百人の兵士とその家
族が暮らしていた。
兵営は雍正二年の「円明園八旗内務府三旗謎軍営」と同様に，香山第一行宮
を両黄旗が，臥仏寺第二行宮を正白旗が固め，その周囲に下五旗を配置してい
る。
陸鋭営の兵士は，一．鍵耕通商に従事してはならず，二．漢族と自由に交際
してはならず，三．兵営から遠く外出することが許されなかった。各旗ごとに
「専得」と呼ばれる監視役がいて彼らの行動に目を光らせていた。
兵士には養育兵一両，委前鋒三両，前鋒四両という月額が支給され，昇級は
武術の実技で決められた。各旗ごとに橋房と官学が置かれており，特に「清語
（満州語)」の教育に力が入れられた。
漢族との自由な交際は禁じられていたが，避耕通商を禁じられている彼ら
は，日常生活の多くの部分で漢族に依存しなければならなかった。そこで考え
出されたのが「両旗來－村」という兵営の配置である。香山から西に北京大学
の方向には，鍍黄旗，北辛村，輌峪村，正白旗，四王府村，鍵白旗，小府村，
正藍旗，娘娘府村。香山から南に羊果園に向う方向には，正黄旗，傑王府村，
南辛村，正紅旗，門頭村，鍵藍旗，南河灘村，鍍紅旗，魏家村，杏石口と兵営
と漢族の村落とがほぼ交互に並んでおり，物質的面で漢族の商人に衣頬するこ
とが容易であった。しかし一方では満州族と漢族との自由な交際は禁じられて
おり，もちろん通婚などもっての他であった。そのような状況を反映している
のが「鳥雲娃」という蝉にまつわる伝説である。これは張嘉鼎が韻文で記録し
ており，七言句を基本にし，一人で歌われる形式をとっていることから，おそ
らく散快した「子弟書」の一つではないかと思われるが，断定はできない。次
のような話である。
ある満州族の貴族の娘と，その漢族の乳母の息子とが互いに愛し合うように
なった。満州族の娘はますます美しくなり，やがて盛京の皇宮に召されて行っ
た。悲しんだ漢族の若者は，道士に化けて盛京の恋人に会いに行ったが，発覚
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して馬に縛り付けられて引きずり殺されてしまう。それを聞いた満州族の娘も
悲しゑの余り自殺して果てる。それから二人の魂は美しい蝉に生まれ変り，い
つまでもお互いの名前を呼び交わしている，という悲しい物語である。
張宜泉が臥仏寺西北の山中で詠んだ詩の中に
蝉鳴荒径遙相喚
蚤唱空厨近自尋14）
という－聯がある。前の句はあまりにも平凡なように思えるが，以上のような
伝説をふまえた時，この「遙相喚」という言葉はけして平凡な叙景ではない。
「紅楼夢」伝説の成立
白鹿岩の仙人と西僧について孫承沢の「天府広記」にすでに記録されている
ことは前に述べたが，これに類する話は正白旗周辺の山中の石碑にも刻まれて
いる。
乾隆十年（1745年)，香山後方の天太山に建てられた石碑には次のように記
されている。
「ひそかに聞くに，天大山は燕京より以来，けして名山にあらず，また古刹
にもあらざるに歴歴多年,人を糸な知る。我が情にいたりて以来，天意の感ず
る所，地気霊をいたし，はじめて癌僧ありて荒山に隠居し，生臥苦修す。四方
にロ助し，求むればすなわち応ず゜｣15）
ここにも山中に一人の「癒僧」が現われたことが語られている。
孫承沢は白鹿岩に住んだ仙人と西僧を別の時代のこととして記しているし，
この「天大山碑」でも「痩僧」が現われたというの柔である。ところが時代が
下ると白鹿岩の仙人と天大山の痕僧を一度に登場させる話が成立し，現在の香
山の老人韓永の話しが記録されている。
昔，白い鹿に乗ってやって来た老道士が桜桃溝のほら穴に住みついた。彼は
物を食べなくても呼吸術だけで生きることができ，腹の中はいつも空っぽなの
で空空道人と自ら称していた。
数年後，天台山から痕僧がやってきて，二人の間に争いが生じた。そこで座
禅の比ぺ合いをして負けたものが出て行くことにした。癒僧は七日坐りつづけ
たが，空空道人は四十九日坐りつづけた。やむなく掴i僧はそこよりさらに山奥
のほら穴に移った。このほら穴を「痩僧洞」といい，空空道人の住いを「白鹿
岩」という。
話しはさらにつづく。
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「空空道人が死んで何年もたったころ，曹雪芹が城内から『抜旗回営』し，
正白旗に住んで『紅楼夢』を書いた。曹雪芹はしじゆう桜桃溝を散歩しては，
土地の人間から当地の昔話を聞いた。やがて痕僧と空空道人の話し彼の手で脚
色されて，『紅楼夢』の中にしるされた｡｣16）
ここでいう「紅楼夢」の概当個所は第一回，物語の発端で，女鍋に捨てられ
て嘆いている石を僧侶と道士が下界に連れてゆく部分のことである。
「ある日のことである。例によって（石が）そうして嘆いているところへ，
突然，ひとりの僧侶とひとりの道士が連れ立って遥か遠くの方からやって来
た。見るからに非凡な骨格で，風采といい態度といい，いかにも人間離れのし
た様子〆何やら面白そうに高笑いをしながら峰のほとりまで来て，その石のそ
ばに腰を下ろして高声で話をはじめた。最初は雲の山，霧の海，神仏，玄幻と
いった話から，ばては紅塵の下界の栄華富貴のことにまで話が飛んだ。その石
はそうした話を聞き，思わず几心をうちあおられ，どうか俗世に下りてその栄
華富貴とやらいうものを味わってふたいと考えた。（略）
その後，また幾世幾劫たったかわからぬが，ここに空空遊人というひとりの
道士があって，仏道を求めて各地を遍歴し，たまたまこの大荒山は無稽崖，青
填峰の下を通りかかり，ふとそこにある一つの大きな石に，文字の跡も明らか
に何やら書いてあったのを見て，始めから読んでみると，その石というの(よか
の天を補う才がなくて，姿をかえてこの世に生れかわり，かの荘荘大士と澱搬
真人の手によって紅塵の下界に連れこまれ，離合悲歓，酸い甘い，力､ずかずの
世態人･情を嘗め尽した経歴談なのであった。（後略)｣17）
さらにこの下界に連れてゆかれる石というのは白鹿岩（その形が元宝に似て
いるので元宝石とも呼ばれる）で，青填峰（情根峰の偕音）というのは「天府
広記」に「巌口の古桧，根を両石の相い衣む所より出し」という石上松のこと
であるといわれる。
同じことが民歌にも歌われている。
退谷石上;松，人称木石縁
巨石隣絢宝，甘泉溢水甜
山上演僧洞，山下白鹿岩
曹公生花筆，宝黛永世伝。
数九隆冬冷捜氷
楯前那個滴水結氷稜
甚慶人留下那個半部紅楼夢
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剰下的那半部誰世説不滑
（略）
退谷（桜桃溝）の石上松を
人は「木石の縁」という。
うらぶれた岩，元宝石には
甘い泉がわきあふれている。
山の上には痩僧洞
山の下には白鹿岩
曹雪芹の筆にかかって
宝玉，黛玉，世戈に伝わる。
冬のさなかの身を切る寒さ
のきばのしずくもつららと氷る゜
書きおえなかった「紅楼夢」
あとの話は誰にも分らぬ。
桜桃灘に「紅楼夢」の素材になった白鹿岩，石上松というものがあると聞い
て，私は現地をたずねた。ある時は「紅楼夢」第一回を広げて，巨大でぶかっ
こうな白鹿岩をじっと見ていた。背後の陵線に夕陽が沈承，白鹿岩はまるで，
愚鈍で何の役にも立たず天から捨てられたのを嘆いているように見えた。巨大
だが愛嫡のあるこの岩のそばにいると，ついつい立ち去りかねてしまう。はた
してこの土地の人のいうように曹雪芹がこの岩や，それにまつわる伝説を「紅
楼夢」にしるしたのであろうか。それは実証できるような性質の問題ではな
い。つきつめたところ，「天府広記」や「天太山碑」にしるされているこの土
地の伝説と「紅楼夢」第一回との共通点といえば，僧侶，道士，奇岩というだ
けで，中国のどこにでもあるものだし，「西遊記」の影響であるということし
できる。しかし，全国いたるところ僧侶，道士，奇岩の存在するなかで，なぜ
ここだけが「紅楼夢」と結びつけて語られるようになったのか，その事情を明
らかにすることはできる。
「紅楼夢」は乾隆九年（1744年）から乾隆二十八年（1763年）にかけてしる
され，乾隆十九年（1754年）にはほぼ大構が書き終り，以後は増MHがくりかえ
されたが，乾隆二十八年（1763年）曹雪近が世を去る時にもなお書き残した部
分があった。曹雪芹の卒年を含めて「紅楼夢」成立過程の年月日は断定でき
ず，諸説さまざまだが，ここでは周汝昌の説に従う。はたして曹雪芹はそのう
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ちの一定期間を正白旗で過ごしたことがあるのだろうか。私はその可能性は強
いと思う。
一つは曹雪芹の旗籍が満州正白旗包衣（b０．i）で，韓永やその他の香山の人
為のいう「抜旗回営｣，役職を解任されて旗営に帰る制度に従えば当然正白旗
営に収容されることになる。
一つは健鋭営設置後行なわれた増員の中に，例えば乾隆十七年の場合のよう
に「妻子を養えぬ満州旗人を収容する」こともあった。さらにダイシャンの子
孫の平郡王府とは親類であり，怡親王府とも特別の関係がある。怡親王胤祥と
弘暁は父子二代にわたって臥侍寺の修築につとめ，白家噸には胤祥を祠る賢王
祠もあり，この一帯では一定の勢力を保っていたと思われる。この弘暁はおそ
らく曹雪芹在世当時にすでに「紅楼夢」の写本を作成しており⑩，曹雪芹に対
して関心をもっていた。彼らが曹雪芹の生計問題を解決すするために，一定の
金額の支給される健鋭営に入ることを助けただろうことは想像に難くない。
また仮に正白旗にはいなかったとしても，その周囲のどこかにいたことは考
えられる。香山の曹雪芹にまつわる伝説は，修峪村，正白旗，四王府一帯に集
中しており，周汝昌も桜桃溝の南の北瀧村という説を立てている。いずれも
一・二キロ四方の範囲内のことである。
私はこの一帯に於ける「紅楼夢」にまつわる伝説を可能な限り集めてみた
が，その結果これらの伝説がある段階を経て形成されていることに気づいた。
第一段階は，曹雪芹個人に対する好奇心めいた興味から語られるようになっ
たもので，曹雪芹は英雄化されず，むしろ変人として語られている。
オピ
第二段階は，曹雪芹と友人の瓢比とが行動をともIこして，金持ちをこらしめ
るというタイプの伝説で，本来郭比にまつわる伝説だったものが，この二人の
ともに行った行動として語られるようになった.この伝説は漢族と下級旗人の
反俗的な心情を反映している。
この二つの段階で注意すべきことは，曹雪芹という人物と「紅楼夢」とがほ
とんど結びつけられていないことである。理由は単純で，伝説の荷い手である
民衆が「紅楼夢」が何か知るようになるのは嘉慶年間以後のことだからであ
る。
第三段階，「紅楼夢」がいかなるものか知られるようになって，曹雪芹の「紅
楼夢」創作にまつわる素材問題をめぐる伝説が成立する。この三つの段階を具
体的例をあげながら見てゆくことにする。
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第一段階，曹雪芹が英雄化される以前のただ変人として語られていﾌﾟt二段階で
の伝説は，物語としてはほとんど存在していない。「紅楼夢」が国民的大文学
と評価され，曹雪芹が偉大な文学者としてただ肯定的に評価されている今日で
は，この段階での伝説は存在しているとしても記録されないのである。
ただ，現在では全く通用しなくなってしまった香山地区の古い歌後語に，曹
雪芹がただ変人としてとらえられていた時代を伝えているものがいくつかあ
る。たとえば
個二爺的藍点額一又哨起来了
正白旗的曹雪芹一真個別
というのがある。「個」とか「個別」とかいう言葉は北京の俗語で「人とちが
って変っている」という意味だが，現在の用法でもマイナスの意味に使われて
いる。この言葉は「個」ないし「個別」という本来の意味から派生したという
よりも，もともと宝石商人を指す隠語の「狗松（gous6ng)」が「おくびょう
者」「卑劣」を意味するようになり，その発音が「葛酸(gesuZin)」と変化し，
さらに「葛（ge)」「個（96)」と一音節化したものと考えられる18)。当時もマ
イナスの意味で用いられていたことは，他ならぬ「紅楼夢」百二十回に，
●● 
他那一種脾気是各月Ｉ昂様
という用例があることからもうかがえる。したがってこれらの欺後語に語られ
る個二爺こと曹雪芹はマイナスの方向で引き合いに出されているわけである。
香山の王利平が好んで語る「売画」の話もマイナスの存在としての曹雪芹を
伝えている。それは，金につまった曹雪芹が腹を決めて絵を売りに出たが，恥
ずかしいやら気まずいやらで一言もロがきけず，ただ縁日に腰かけているだけ
だったという話である。私はそれらを英雄化される以前の曹雪芹伝説として最
も早い段階に位置づけている。
第二段階は，曹雪芹と郭比との交友を描いたものである。郭比という風狂の
生涯を送った天才画家は曹雪芹以上に伝説的な人物だが，玉皇頂の「呂祖行雲
図｣，鍍紅旗の廟の「風竹図｣，正白旗関帝廟の「墨龍図」などが彼の遺作とし
て今日に伝えられている。曹雪芹が郭比といっしょに金持をこらしめたという
伝説は漢族や下級旗人が，もともと単独に存在していた郭比伝説を曹雪芹と結
びつけたものと考えられる。たとえば次のような伝説がある。
ある金持から絵を画いてほしいと頼まれた郭比が，むしゃくしゃした気持で
曹雪芹と酒を飲んでいると，曹雪芹がある入れ知恵をして，郭比を金持の家に
やった。そこで郭比が三日三晩かけて画き上げたのは，鬼が引き臼を引いてい
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る図であった。
有銭能使鬼推磨
「金さえあれば化けものをやとって臼を引かせることしできる。￣地獄の
さたも金次第」金持は喜んでていちょうに郛比をもてなして帰した。
ところが金持がよくよくその絵を見ると，郭比の画いた鬼は－本足だった。
「化けものだってお前の家の臼など引けるものか」という意味が込められてい
たのである。
この伝説は郭比を風狂の画家として描くところに主眼があり，曹雪芹が入れ
知恵をしたという部分は那比の風狂の天才画家ぶりをいちぢるしく弱め，郭比
伝説としては附加的なものであることが容易に見てとれる。
このような物語を語ることによって，漢族や下級旗人はわずかでも不平不満
をまぎらわすことができた。ここには曹雪芹が英雄化されてゆく動機が端的に
示されている。
この二つの段階では曹雪芹と「紅楼夢」とはほとんど結びつけられていな
い。ただ，変人曹雪芹が英雄曹雪芹へと変化してゆく過程を見ることができる
だけである。この過程を経て曹雪芹がいたげだかな旗人の子弟をさんざんにこ
らしめるという英雄曹雪芹像が形成されてゆくのである。そこにはむしろ漢族
の心理が多く反映されている。
曹雪芹在世当時，「紅楼夢」の存在はごく親しい親類や知人の間で知られて
いるだけだった。やがて写本が縁日などで数十金で売られるようになった。墨
香，永忠など貴族の手にしたのがこのような写本であろう。乾隆末年には八十
回本「石頭記」と百二十回本「紅楼夢」の写本が売りに出された。いずれも高
価なものだった。
乾隆五十六年（1791年）曹雪芹没後二十七年。高鶚の統作を付した百二十回
本の「紅楼夢」が木版になった。当時一つの板木で印刷できる部数は宮庭の武
英殿のものでも三百部が吸筒で，通常は百部から二百部である１９)。民間の大部
の長篇ある。－度の出版も容易でなく，部数も少ない。身分の高い役人か大商
人でなかげればとても入手できなかった。
木刻本があらわれても当初は高嶺の花であった゜であるがゆえに机上に「紅
楼夢」一部を置くことが士大夫の流行にもなりえたのである。
やがて二両ほどのものも現われたというが，健鋭営の養育兵の月額が￣両で
あったことを考えると，二両とはいえかなりの大金である。
「紅楼夢」が広く知られるようになるのは「子弟譜」にとりあげられるよう
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になってからであろう。「子弟書」というのは満州族の祭祀の際に歌われる単
鼓から始まり，はじめは満州語で歌われていたが，やがて満漢入り混り，乾隆
後期には完全に漢語で歌われるようになった。この脚本，ほとんど七言句を基
調にした歌詞が，隆福寺や護国寺の縁日，それに饅頭屋の店頭でも売られてお
り，そこに「紅楼夢」ものが登場するようになった。嘉慶二十二年（1817年)，
すでにアヘンが中国を蝕糸つつあるころに刊行された得興の「京都竹枝詞」に
次のような一首がある。
児童門外戚pk核
蓮子桃仁酒正沽。
西韻悲秋書可聴
浮瓜況李且歎娯20）
外では子供の氷を売る声，
蓮にくろみに酒もそろえて
西韻の「悲秋｣，しらべのよさに
しばしの涼を求め楽しむ。
得興の原注に「子弟書には東西二韻あり，西韻は昆曲のごとし。『悲秋』と
はすなわち『紅楼夢』中の黛玉の故事なり｡」とある。
この「悲秋」は韓小窓の作である。
今日約四十篇の紅楼夢をあつかった「子弟書」の存在が知られており，紅楼
夢の名場面はほとんど歌われている。それらは京韻大鼓，梅花大鼓，東北大
鼓，梨花大鼓，西河大鼓，河南墜子，蓮花落，二人転など北方の芸能に素材を
提供した。「子弟謹」の印刷は原作に比べてはるかに容易であり，字数も少な
く版木の刻り直しにも手間がかからず，量産が可能であった。
この「子弟書」をもとにして香山一帯の旗人の間で流行したのが蓮花落であ
る。これは役割りを決めて扮装して華やかに演じられる。このようにして「紅
楼夢」の内容も入念に知られ，曹雪芹と「紅楼夢」とが結びつけられるように
なった。中には正黄旗の蒙古旗人張蕊泉のように，百二十回本の「紅楼夢」を
手に入れて，原作から蓮花落を作るような人もいた。張雲泉は健鋭営で四十年
「紅楼夢」を演じつづけたといわれるが，その間に古老をたずねて曹雪芹にま
つわる伝説を聞き集めた。「曹雪芹はまさにこの土地で『紅楼夢』を書いたの
である｡｣その誇りが，「紅楼夢」とこの土地とを結びつけ，「紅楼夢」の素材に
まつわるさまざまな物語になった。
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曹雪芹は，彼に先立つ詞人納蘭性徳，彼にやや遅れる「浮生六記」の沈復と
同様，苦しみに満ちた愛の人であった。前妻を若死にさせ，その遺児を病死さ
せ，後妻を残して世を去った。曹雪芹は埋没せざるを得ない無名の死者をひた
すら記念しつづけ，芸術作品化しつづけ，ついには涙尽きて世を去ったのであ
る。正白旗の義地（共同墓地）が地蔵溝にあり，そこに雪雪芹も限っていると
いわれるが，今では古い土饅頭はくずれ放題になっている。
彼が股も愛情を注いで描いた女性は林黛玉だが，黛玉とは，この土地に産す
る黛石から取られた名であると言い伝えられている。貧しい旗人の女性たち
は，臥仏寺近くの河原でその石を拾って来ては眉を描き，白髪を染めた。「紅
楼夢」の伝説を求めて正白旗周辺を歩きまわっている時，私は満州正白旗の末
商という一人暮らしの老人に出会った。背が高く，細面で，額は漢族よりやや
狭い。石炭ストーブの他には何もないような部屋だが，机の上には「科技英
語」と奥さんの写真があった。淡い茶をすすりながら思い出話にふけっていた
この老人は，別れぎわに古い木箱をかきまわして一つの石を私にくれた。死ん
だ奥さんが臥仏寺の横の河原で拾い集めてきた熊石だと言った。そしてこの石
が林黛玉命名の由来だと教えてくれた。この老人たちにとって，それはこじつ
けでも何でもなかった。人生のひとこまがしるされた美しい真実なのである。
＊＊＊ 
なお，1971年に発見された正白旗39号の壁詩，その後発見された曹雪芹の快
書，遺品などについて触れることができなかったが，それが果して曹雪芹にか
かわるものであるか否かは断定できず，今後の研究を待つしかない。それらを
曹雪芹と結びつけたものでは，呉恩裕の研究がすぐれている。断定できぬ快
惑，遺品などを使いながらも，生き，愛し，死んだ人間たちの姿を描き出そう
としているからである21)。
注
1）満州語のローマ字表記は，Ｐ・GvonMijllendorfの“AManchugrammar，，を
もとにした現在の愛新覚羅烏拉煕春や愛新覚羅瀬生の表記法に従う。
2）「遼寧省沈陽市満堂郷満族調査報告」（｢満族社会歴史調査」遼寧人民出版社所
収）
3）「礼親王墓碑」正白旗小碑林
4）「順治十七年五月二十一日宣徽院欽奉御旨告示」香山法海寺碑
5）「西域兵馬司碑」正白旗小碑林
6）「天府広記」巻三十五（北京古籍出版社ｐ､492）
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７）胡徳平「三教合流的香山世界」（文化芸術出版社Ｐ､19）
８）「御製重修十方普覚寺碑」（中国歴史博物館所蔵拓本）
恰親王弘暁「重修退翁亭記」（｢明善堂文集」巻二）
９）「関於江寧織造曹家稿案史料」（故宮博物院明清樹案部編Ｐ､165）
10）「脂硯斎重評石頭記（己卯木)」（上海古籍出版社影印本，潟其廠序）
11）「郷板橋集」（上海古籍出版社）「寄脊礎和尚」「訪青崖和尚，和壁間晴嵐学士虚亭
侍読原韻」「山中臥雪呈青崖老人」
「大清京都普覚青崖元日禅師塔名井序」（正白旗小碑林）
12）「御製実勝寺碑記」
13）張嘉鼎「曹雪芹的伝説」（河北人民出版社Ｐ､50）
14）「春柳堂詩稿」（上海古籍出版社影印版Ｐ､104）
15）「天大山清碑」（胡徳平「三教合流的香山世界」所収）
16）「北京清代伝説」（春風文芸出版社）「香山伝説」（中国文聯出版社所収）
17）訳文は，松枝茂夫訳「紅楼夢」（岩波番店昭和十五年）による。
18）陳剛編「北京語方言詞典」（商務印轡館参照）
19）徐仁存，徐有為「程刻本紅楼夢新考」（台湾・国立縞訳館）
20）古典文学研究資料蕊編「紅楼夢巻」下（中華醤局）
21）呉恩裕「曹雪芹繼考」（上海古籍出版社）
同「曹雪芹快書浅探」（天津人民出版社）等
なお本文中特に注をつけなかったものは周汝昌「紅楼夢新証」（新版・人民文学
出版社）第七章「史事稽年」によるが，健鋭営の詳細については香山の箭成勤氏，
現地資料の所在等については中国曹雪芹研究会の李強氏に教示していただいた。
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